
①薬剤管理指導件数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R3年度 379 325 412 404 450 415 465 404 471 434 406 442 5,007
R4年度 386 276 391 263 353 378 382 460 479 450 398 430 4,646
R5年度 448 407 459 458 472 458 469 500 430 412 451 418 5,382

②抗がん剤混合調製件数
0 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R3年度 135 116 137 127 143 114 117 142 131 152 134 163 1,611
R4年度 144 126 150 133 128 97 96 131 102 113 121 126 1,467
R5年度 138 125 156 124 94 86 83 80 73 69 77 85 1,190

③抗菌薬適正使用支援件数（事前相談含む）
0 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R3年度 45 37 55 40 43 43 38 39 37 39 31 43 490
R4年度 47 63 46 57 66 54 40 55 59 60 44 89 680
R5年度 30 36 39 29 39 58 42 24 24 41 28 32 422

④薬局との連携（連携充実加算データから）
0 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R3年度 26 30 35 33 33 26 37 34 36 33 34 42 399
R4年度 32 27 29 23 36 26 19 40 27 34 34 26 353
R5年度 26 27 26 22 29 27 26 24 24 20 21 20 292

薬剤管理等の推移

　抗菌薬適正使用支援チーム（医師、薬剤師、検査技師、看護師等）により感染症の治療効果を高め耐性
菌の出現を抑える支援を毎週おこなっています。

　外来や入院に投与される抗がん剤は医師、看護師、薬剤師が協力して安全に実施されるよう取り組んで
います。抗がん剤の調製は、薬剤部において確認作業を行い安全キャビネットの中で混合調製しています。
抗がん剤治療（化学療法）にも力を入れ取り組んでいます。

　薬剤管理指導件数とは、入院患者へ薬の効果や副作用などの説明・アドバイスを通じて、患者の薬物療
法への理解を深め、より安全で効果的な薬物療法を受けられるよう薬剤師が活動した件数です。R5年度は
薬剤師1名が採用でき件数も増加しました。

　外来化学療法を実施、かつ承諾を得た患者を対象に院外薬局の薬剤師と治療内容の情報を共有して治
療が円滑に進むよう取り組んでいます。この取り組みより副作用出現に対して早期に対応できた症例もあり
ました。
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